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　2006 年 10 月に鹿島灘沖合を大型の低気圧が通過し、利根川から那珂川に至る沿岸の各地で大きな水位上
昇、高波浪の来襲があった。その結果、前浜から後浜、砂丘部にかけて大規模な侵食が見られた。低気圧通
過のほぼ1年前の2005年 10月と低気圧通過後の2006年 11月に行われた航空レーザ地形測量結果を解析し、
沿岸方向延べ約 53 km の範囲の侵食量を調べた。鹿島灘北部（海岸延長約 38 km）の侵食量は約 62 万 m3、
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論では海岸地形に現れる沿岸方向の変動を分析する手法を確立し、また、これに関する工学的に有用な
知見を得た：
（1） リモートセンシングにより海岸地形変動の沿岸構造を分析する技術を確立し、ユニークな観測結果を提
示した
（2） 汀線位置の波状分布の移動速度が沿岸流速、沿岸方向エネルギーフラックスと密接な関連があること
（3） 沿岸全域にわたる侵食分布が海岸に到達する波浪エネルギーの分布で説明し得ること、局所の侵食量分
布が沿岸方向エネルギーフラックスの分布で説明し得ること
　今後の課題として、本論で明らかにした上記（2）、（3）を説明する流動、漂砂、地形変動モデルを開発す
ることが諸現象の理解を深めるのにつながると指摘された。
　学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。
